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〈目的〉

県内の養殖生産者等に対し、養殖衛生管理及び疾病対策に関する技術・知識の普及、指導等を行い、健全で安全な養殖魚の生産を

図る。

〈結果の観聾〉

1 総合推進対策

養殖衛生対策を具体的に推進する上で必要な事項について検討する全国養殖衛生管理推進会議(表 1)、更に、隣接する複数の道県

等で構成される地域合同検討会(表 2)に出席した。また、県内の内水面養殖業者等を対象として魚類防疫会議及び魚類防疫検討会(表

3)を開催した。

表 1 全国養殖衛生管理推進会議

開催時期 開催場所 構成員(参加者) 議題

10月30日 東京都 都道府県、農林水産省消費安全局、東北 1 OIE総会の報告について
農政局、関東農政局、水産庁、内閣府沖 2 コイヘルペスウィルス (KHV)病への対応について

縄総合事務局、(独)水産総合研究センタ 3 コイ春ウィルス血症(SVC)への対応について

一養殖研究所、 (社)日本水産資源保護協 4 特定疾病等対策ガイドラインの改正について

会 5 水産防疫対策について
アユ疾病対策、魚病被害発生状況、水産資源保護法

(96名) に基づく輸入許可実績、水産用医薬品の使用に当た

る留意事項

6 平成 21年度予算要求について

7 平成20年度養殖衛生対策関連事業について

3月13日 東京都 都道府県、農林水産省消費安全局、水産 1 コイへルペスウィルス (KHV)病への対応について

斤、内閣府沖縄総合事務局、(独)水産総 2 コイ春ウィルス血症(SVC)への対応について

合研究センタ一、(独)水産総合研究セン 3 特定疾病等対策ガイドラインの改正について

ター養殖研究所、広島大学、 (社)日本水 4 水産防疫対策について

産資源保護協会 5 平成21年度予算について

(108名) 6 平成20年度養殖衛生対策関連事業について

7 話題提供
「海産魚のウィルス性神経壊死症のワクチン開発J

表2 東北・北海道内水面魚類防疫地域合同検討会

開催時期 開催場所 構成員(参加者) 議題

11月6日 新潟県 北海道・東北5県、新潟県、水産庁、 1 各道県における魚病発生状況について

~7 日 長岡市 (独)水産総合研究センター養殖研究所 2 魚病研究及び症例報告について

(17名) 3 ブロック肉における魚病問題について

2 養殖衛生管理指導

水産用医薬品等の適正使用を図るため、使用実態調査制l及び指導(※幻を行ったc また、養殖衛生管理技術等の向上を図るため、研

修会(表 4)へ参加し、講習会(表 5)を開催したご
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3 養殖場の認査・監視

水産用医薬品等の養殖資機材の使用状況調査(※1)、薬剤l感受性試験( 魚種、 薬品)を行った。

※1調査.現地調査及びアンケート調査

※2指導 現地指導及び会議(防疫会議、防疫検討会、研修会)において指導

表3 県内魚類防疫会議・県内魚類紡疫検討会

開催時期 開催場所 構成員(参加者) 議題

8月26日 十和田市 水産振興課、増養殖研究所、水 1 平成19年度養殖水産動物保健対策推進事業の結果について
産事務所、水産業改良普及所、 2 平成20年度養殖水産動物保健対策推進事業の計画について
栽培漁業振興協会、県営浅虫水 3 平成19年度魚病発生状況について
族館、県養鱒協会、内水菌研究 4 魚病関係の情報提供
所 1)ニジマス・在来マス類等の疾病実態調査(全国)

(17名) 2)平成 19年度魚病発生の概要と特徴(東北・北海道)
3)アユの新疾病 rrドワザγzう・イ?;Jl.IJJについて
5 各機関における魚病に関する最近の話題

12.Fl 4臼 十和田市 内水面養殖場、サケ・マスふ化 1 養殖水産動物保健対策推進事業について
場(漁協)、市町村、水産事務所、 2 魚病発生状況について
内水面研究所 3 新疾病情報

(32名) 3-1コイヘルペスウィルス病(KHV)に関する情報
3-2コイ春ウィルス血症(SVC)に関する情報
3-3 アユ新疾病(工ドワJ~γ ェう・イ?;J~IJ)に関する情報

4 近県における魚病の発生状況について
5 その他(医薬品の不適切使用、パイセス用法・用量変更など)

表4 養殖衛生管理技術者等育成研修

開催時期 開催場所 肉容

9月9日-10日 三重県伊勢市 特別コース

(養殖研究所魚病診断研修センター) 「コイ春ウィルス血症(SVC)の診断手法」

11月24日-12月5臼 東京都
(日本水産資源保護協会)

表5 養殖衛生管理研修会

開催時期 開催場所 参加者

3月13日 十和田市 内水面養殖場、サケ・マスふ化場(漁協)、
市町村、水産事務所、肉水面漁場管理委

員会、内水菌研究所

4 疾病対策(平成20年 1月から 12月末までの集計)

(1)疾病監視対策及び発生対策

(34名)

本科3年次コース
1 魚病に関する講義、特論、演習
2 魚類防疫士技術認定詰験(受験)

内容

1 講演fニジマスを使った学校給食への取り組み」
講師 a 荒川区ひぐらし小学校主査栄養士

2 話題提供「青森県内水面漁業の役割j
3 養殖衛生に関する情報提供について

養殖場等で現地指導 (4 月 2 日 ~10 月 7 日: 20箇所、 23回)を行ったほか、検査依頼のあった病魚の診断(20件)を行った。

(2)特定疾病対策及びアユ冷水病対策

天然水域(i刷11)4箇所から 6回、個人池(観賞用) 1箇所から 1回、それぞれ採取した検体をPC抗法により検査したが、コイヘル

ベスウィルス (KHV)については全て陰性であった。

また、県内 1I可川で採取した検体計 60尾を培養法・ PCR法により検査したが、冷水病及びエドワルジエラ・イクタルリ感染症の原

因菌は検出されなかった。
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